












































ように受容されたかについて考えてみたい。現存する『師通記』はそれ 書かれてから時代の荒波をくぐりぬけて我々の目の前に存するのであって、師通存命中のそれそ ものではない。なぜ現存の状態になったか、を考えることは、 『師通記』の受容のみならず、 『師通記』そのものを考える際にも重要 視点を与えてくれるものである。
二 　伝本状況
　『師通記』は、永保三年（一〇八三） 、師通 任内大臣の直前から、関白在任中三十八歳で薨去するわずか十一日前の承徳
























































































































































































































































　　宮内庁書陵部所蔵葉室本（六冊本）※　　同 　　　　　　久世本（三冊本）※　　同 柳原本（六冊 、内二冊は後補）※　　同 内藤本（一冊 ）※　　同 鷹司本（六冊 ）　　同 壬生本（一冊 ）
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　　同 　　　　　　　藤波本（五冊本）　　同 　 御系譜係本（一二冊本）　　同 柳原本（九冊 ）　　同 柳原本（八冊 ）　　神宮文庫所蔵宮崎文庫本（六冊 ）※　　同 吉見本（五冊 ）※　　内閣文庫所蔵松山文庫本（六冊 ）　　同 和学講談所本（五冊 ）　　東山御文庫所蔵本（五冊本）　　京都大学附属図書館所蔵平 （六冊本）　　京都府立図書館所蔵本（五冊本）　　東京上野図書館所蔵白河文庫　　大倉山文化科学図書館所蔵本（五冊本）　　森末義彰氏所蔵阿波国文庫本（五冊本）



























益な用例となるわけであるが、言い換えるならば、記主師通自身の手によって生成されたテクスト群であると考えるが、本稿では、主に師通死後の『師通記』を対象とする。よっ ③以降、特に③の うな現存状況となったのはなぜかを 察していきたい。
三 　日記を秘蔵する
　転写本は解題でも指摘しているように、摂関家で保管されていた『師通記』 テクストが、ある時期に一部、こ 場合、




























































































































十五帙百六十巻になったという。一昨年より、侍男どもに書写させたり切継ぎさせたりしてこの日完成したという。また「四位少将〈宗〉 」 、つまり嫡男宗能のためと我が家のために老骨に鞭打って部類したことと、他見を強く禁じ、一門の人間でも宗能より借りて見よと書かれて るのである。
　ｃは、記主である藤原忠親が、兄である大納言忠雅から「故殿御記」つまり父忠宗 日記を借りて写したことが書かれて
いるわけだが、兄忠雅は以前より「秘蔵気」があったのだと う。他人に見せないこと、女子には伝えな と、早く書き取るべきことを条件に書き取ることができたわけで る。忠親は「感涙難禁。春日大明神御恵也」とまで書い いる。
　これらの例から 日記が一門の宝として主に嫡流によって秘蔵されるものとして認識されていたことが確認できるだろ


































































































































































































































































































閤」つまり忠実の述べたことに従って内豎に解かせたが、このことを左大将源雅定に問うと、職事に解かせると記憶していると言うので、帰宅後、 「西北両抄并行成抄」つまり『西宮記』 、 『北山抄』 、 『権記』を見たが、そのことに関する記述はなく、 「匡房内弁細記」には女蔵人に、とあった。それゆえに再び父忠実にこれを問うと、故二条殿、つまり師通が寛治年間に内弁を行ったときに 内豎に解かしていた、匡房は何を根拠に女蔵人としたのか不審であるが、師通の例も、 『師通記』のどこにあるか覚えていないのだ、と言う。その後頼長 、承平七年の『外記日記』などを根拠にして、師通は内豎した かと推測しているのである。
　位記の莒の緒を解くことをめぐる説であるが、雅定は職事に、 「匡房内弁細記」は女蔵人にとする。頼長はまずは忠実の
仰せを根拠に内豎 と考え が、そ 根拠を文献に求めようとする。しかし文献 求めようにもまだ自身のもとには多くの
日本漢文学研究５
— 6 —


























た。こののち尼御前（父忠実の正室源師子）が病であ と聞いた頼長はすぐに馳せ参じ そこで父忠実より、一上の礼法、および殿上別当、橘氏是定について『師通記』 『京極関白記』に と聞いて、それぞれを確認したが『師通記』 殿上別当のことは書いていなかったという が大体の内容 る。
　『春秋左氏伝』の講読会、尼御前の病、そしてそこで聞いたことの内容、これらは別々の事象であるようだが、実はそれ





















































　　　権中納言〈公能〉 。季仲卿。左宰相中将〈忠基〉 、経信卿・忠教卿。敦経行向。　　資信朝臣、小野宮、資平卿、資房卿。　　俊雅朝臣、経頼卿。　　師能朝臣、土御門右府、堀川左府。　　維順朝臣、匡房卿。　　親隆朝臣、 〈為輔・隆方・為郷・顕郷・為隆卿・顕頼卿・重隆〉 。　　憲方、 方・為房卿・為隆卿。　　光頼、為房卿。　　範家、行親・定家・時範。　　時信、知信。　　師安、二代御記・寛平御記　　九月廿七日 申
二一院
一。










































































































































































































































































　『玉葉』は師通の曾孫にあたる兼実の日記である。高倉天皇の元服における「外弁不問諸司事」について、 『中右記』 ・ 「天

































































































































































































































































































忠通との関係 次第に悪くなってゆく 一方、 『台記』の記主である頼長は忠実の宇治謹慎中に生まれ、跡継ぎにめぐまれない にかわって今後の摂関家を担ってゆくことへの忠実 期待は高まっていた。⑦の記事では『師通記』を見ているのは忠実である。藤氏長者は忠通であったが、その父である忠実も摂関歴代の日記をみることは当然可能であったと思われる。このとき頼長は世に流布していた日記 みを引勘している も注意しておいてよいだろう。まだ摂関家 伝家の日 は閲覧を許されて ないのである。
　康治二年（一一四三） 、忠通に基実が誕生する。十数年前に男児を早世させて以降、後継の男子に恵まれなかった忠通













源為義らの武士を使って東三条邸を接収、氏長者の象徴である朱器・台盤など 奪取、頼長を氏長者にするという強硬手段に出た。⑪の記事もこの延長線上 る。武力によって摂関家 累代の宝物を得 いう まさに保元 乱を予告するような象徴的なできごとであった。⑪の記事の出来事 一週間後の正月十日、頼長に内覧の宣旨が下される であった。
　こうして『師通記』自筆本は頼長の蔵するところとなった。このあとの頼長は『師通記』を根拠に人事を主張することと




















































人生の途上で我々の目の前に現れる である。受容という第二の人生はテクスト 第二の生成期といってもよい。一方、受容する側 テクスト、例えば『玉蘂』に関して言えば、一条兼良の『桃華蘂葉』には、 『玉葉』の八合に対して七合あったというから、現存はその一部分に過ぎないわけ 、要するに受容す 側 テクストの現存状況も考慮に入れる必要があるだろう。 『師通記』も、そしてそれを受容する側のテクストも歴史の荒波 なかで奇跡的 残ったものなのである。
　本稿ではこの、 『師通記』の第二の人生、第二の生成期について考察を進めてきた。結果、いまだ不分明なことも多い






 引用本文は、 『後二条師通記』 『殿暦』 （大日本古記録） ・ 『法性寺関白記』 （図書寮叢刊
 九条家歴世記録） ・ 『中右記』 『台記』 『山槐記』 （増補




















巻五号、二〇〇七年） 、田中貴子「 「史料」と「資料」にはさまれて」 （ 『日本歴史』第七二八号、二〇〇九年）などと共通の認識をもつ。
（３） 　これらのテクストは「古記録」あるいは「漢文日記」とひとくくりにされるが、時代や記主の身分、立場、性格によって内容は大きく





















































（ 『中古文学』八十四号、二〇〇九年） 、 「 『後二条師通記』寛治五年の「本 」 「別記」 」 （ 『史聚』四十三号、二〇一〇年予定）など。
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30） 　摂関家の所領の相続については義江彰夫「摂関 領相続 研究序説」 （ 『史学雑誌』第七十六編第四号、一九六七年）を参照。
